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30 
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研究課題番号・校種名 １ 高等学校 

教科名 福祉 

 

研究課題 

 

学習指導要領の趣旨を実現するための学習・指導方法及び評価方法の工夫改善に関

する実践研究 

○生徒の主体的な学習を通して思考力，判断力，表現力等を育成する指導方法及び

評価方法の工夫改善についての研究 

学
ふり

校名
が な

（生徒数） 
わかやまけんりつありだちゅうおうこうとうがっこう       

和歌山県立有田中央高等学校（322人）   

所在地（電話番号） 
〒643-0021 和歌山県有田郡有田川町下津野 459 

 （ 電話 0737-52-4340 FAX 0737-52-6749 ） 

研究内容等掲載ウェブサイト URL http://www.aridachuo-h.wakayama-c.ed.jp 

研究のキーワード 

学習ノート  主体的な学習態度  予習・復習  課題設定  観点別評価  

研究結果のポイント 

○『社会福祉基礎』において，生徒が興味を持って授業に取り組める教材の作成 

○『こころとからだの理解』において，生徒の主体的な学習態度を育み，基礎・基本の知識の定

着と思考力・判断力・表現力等の育成を図るための「学習ノート」の作成 

○『こころとからだの理解』において，主体的に学習に取り組む態度や思考力・判断力・表現力

等を育成するための評価方法及び評価規準の作成 

 

１ 研究主題等 

（１）研究主題 

生徒の学習意欲を高め，言語活動の充実を図ることをねらいとした学習指導及び学習評価の在

り方に関する研究 

（２）研究主題設定の理由 

教育課程研究センター指定校事業において，平成 26・27 年度は『社会福祉基礎』の授業で

指導と評価の一体化を目指した評価計画を作成し，課題解決型の授業及びそれを適切に把握す

るための観点別評価について研究した。平成 28・29年度は『こころとからだの理解』及び『生

活支援技術（医療的ケア）』の授業で，思考力・判断力・表現力等を育成する具体的な指導方

法についてまとめた言語活動事例集を作成した。平成 30 年度からは，これまでの研究成果を

踏まえ，『社会福祉基礎』及び『こころとからだの理解』の授業で，生徒の主体的な学習態度を

育み，言語活動の充実を図るための学習指導や学力の３要素に基づいた学習評価の在り方につ

いて研究を深めていく。 

（３）研究体制 

 ・校長，教頭，授業担当者で教育課程研究指定校事業推進委員会を構成し，研究の方向性や効

果を検証する。 

・授業改善ワーキンググループ（ＷＧ）と連携を図る。 

・和歌山県教育委員会県立学校教育課担当指導主事より指導・助言を受ける機会を設ける。 



（４）２年間の主な取組 

平

成

30

年

度 

・『社会福祉基礎』及び『こころとからだの理解』の教材開発と授業での活用及び観点別

評価の研究 

・千葉県立松戸向陽高等学校訪問（６月29日） 

・和歌山県立有田中央高等学校指定校訪問（研究授業・研究協議）（10月 26日） 

・三重県立伊賀白鳳高等学校訪問（12月11日） 

・平成 30年度国立教育政策研究所教育課程研究指定校事業研究協議会（２月５日） 

令

和

元

年

度 

・『社会福祉基礎』及び『こころとからだの理解』の教材開発と授業での活用及び観点別

評価の研究 

・群馬県立伊勢崎興陽高等学校訪問（10月25日） 

・三重県立伊賀白鳳高等学校訪問（10月29日） 

・和歌山県立有田中央高等学校指定校訪問（研究授業・研究協議）（12月 12日） 

・令和元年度国立教育政策研究所教育課程研究指定校事業研究協議会（２月４日） 

 

２ 研究内容及び具体的な研究活動 

（１）研究内容 

本校では，生徒が授業に興味を持ち，前向きに取り組むことが最も重要であると考え，特別

支援教育の観点を取り入れ，生徒の実態に即した授業改善を行っている。授業時のけじめをし

っかりと付け，分かりやすい説明や視覚的な教材掲示に留意し，多様な学習活動に取り組んで

きた。しかし，これだけでは生徒の主体性を育むまでには至っていないと感じていた。 

評価の観点である「関心・意欲・態度」は，新学習指導要領では「主体的に学習に取り組む

態度」となり，これまでより「目標を持ち，自ら判断し解決する姿」として捉えやすくなった。

このことを踏まえ，今まで以上に生徒自身の主体的な取組を進めていく必要があると考え，授

業改善に取り組むこととした。    

１年生全員が履修する『社会福祉基礎』の授業では，生徒が興味や関心を持って学び，社会

福祉の在り方について考察できることを目標とし，言語活動の充実に取り組んできた『こころ

とからだの理解』の授業では，生徒の主体的な学びを支援するための課題設定，授業展開の工

夫及び評価規準の作成を目標として取り組んだ。また，新学習指導要領を見据え，主体的・対

話的で深い学びに向けた授業改善についても検討を重ねた。 

（２）具体的な研究活動 

① 『社会福祉基礎』の授業研究 

『社会福祉基礎』は１年生全員が２単位を履修している。少子高齢化や地域の課題，社会

福祉の歴史とそれを踏まえた理念，人間関係の基本について学ぶことで，基本的な社会福祉

の知識を身に付け，自分の生き方や在り方を考えることを目指している。また，自分達の身

近な課題として興味を持って取り組めるよう留意している。ここでは，教員主導ではなく，

生徒が授業で学んだ専門的な知識を活用して，思考力・判断力・表現力等を身に付けること

に粘り強く取り組めるような課題設定について考察した。            

② 『こころとからだの理解』における主体的な学習態度の育成 

   『こころとからだの理解』は介護福祉士国家試験を受験する生徒が学び，医学だけでなく，

法律，制度，倫理などの知識も含め，利用者理解や介護の根拠となる科目となっている。以

前の授業ではワークシートを活用していたが，主体的に学ぶ態度の育成につながりにくく，

十分な学習成果が得られない場合もあると感じていた。また，限られた授業時間で充実した



学習活動を行うためには事前・事後の自己学習の必要性があると考えた。そこで，昨年度か

ら，単元のはじめに予習の部分を設け，授業で板書を行う内容，復習の問題といった構成の

学習ノートを作成した。（図１）学習ノートを活用して自主的に予習を行うことで，基礎的

な知識を学んだ上で関心を持って授業に取り組めるよう予習の部分は教科書の穴埋め形式

とした。授業で使用する部分は，ノートの形式で板書を行い，理解を深めた上で，課題に取

り組めるように作成している。

学習ノートに板書を組み入れ

ることで，全ての生徒にとっ

て記述しやすくした。また，

演習問題や学習のまとめを作

成し，復習や介護福祉士国家

試験の受験対策として活用で

きるよう考えた。学習ノート

はほとんどの生徒が予習や定

期考査の学習等に活用できて

いた。今後は，学習に見通し

を持って取り組めるよう冊子

での配布を検討している。 

また，思考力・判断力・表現力等を身に付けるこ

とに粘り強く取り組めるような課題設定と，ホワイ

トボードや付箋紙などの活用により，話し合い活動

が活性化するよう工夫を行っている。課題の評価に

ついては，評価規準を作成して活用した。評価規準

を作成することで，生徒の記述について客観性や公

平性のある評価につながった。また，評価規準を明

確にすることで，指導のポイントを絞ることもでき

た。「主体的に学習に取り組む態度」の評価につい

ても，本校の生徒には基礎となる知識の取得に課題

が見られるため，それを身に付けられるよう生徒の

主体性を引き出す工夫を行っている。（図２） 

   新学習指導要領で述べられている「深い学び」とは，授業の課題設定において学ぶ内容に

ついての見方・考え方が意識されているかによると考える。授業の構成の中で課題設定を考

えるとき，人間としての尊厳の保持と自立を目指すことなどの福祉の見方・考え方を踏まえ

ているかの検証が必要になる。例えば，『こころとからだの理解』の単元である「認知症の

理解」の「認知症の主な病気の特徴」の学習において，単元の評価規準を設定した。（図３） 

   次に，学習課題として「前頭側頭型認知症の疾患の特性を踏まえて，行動のコントロール

の具体例を考え，適切な介護について考えよう。」という課題を設定した。思考が深められ，

適切な評価につながる課題となるよう留意した。評価の観点としては具体的に「何ができて

いるか。」を示した。（図４）「利用者の生活の質に配慮した適切な介護」という一文を入れ

ることで「福祉の見方・考え方」を示している。中間の規準であるＡ（３点）が「おおむね

図２ 知識の習得に関する課題 

図１ 「こころとからだの理解」学習ノート 



満足」できるものであり，本時の目標にあたる。そして，「十分満足」がＳ（４点），「努

力を要する」がＢ（２点），「かなり改善が必要」がＣ（１点）としている。評価は，形容

詞や副詞で差異化し，到達度を測ることができたと考える。 

図３ 「認知症の主な病気の特徴」の単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

認知症の原因となる

疾患の概要及び認知

症ケアについて，基礎

的な知識を身に付け

て適切に活用してい

る。 

認知症に伴う心理的影響や日常

生活に及ぼす影響と認知症ケア

の在り方について考察を深め，

その内容を適切にまとめた上で

表現する力を身に付けている。 

認知症の原因となる疾患の概要及び認知

症ケアについて自ら学ぼうとし，認知症に

伴う心理的影響や日常生活に及ぼす影響

と認知症ケアの在り方について積極的に

考察し，気づいたことを適切にまとめよう

としている。 

図４ 前頭側頭型認知症に関する課題の評価規準 

評価の観点 S（4点） Ａ（3点） Ｂ（2点） Ｃ（1点） 

【主体的に学習に取り組

む態度】 

自らの考えをまとめて分

かりやすく伝え，相手の

説明を傾聴し，気づきや

疑問を見付け，自らの意

見を発展させることがで

きる。 

自らの考えをま

とめて分かりや

すく伝え，相手の

説明を傾聴し，気

づきや疑問を見

付け，自らの意見

を発展させるこ

とができる。 

自らの考えを

分かりやすく

伝え，相手の説

明を傾聴し，気

づきや疑問を

見つけること

ができる。 

相手の説明を自

らの活動を止め

て傾聴すること

ができ，自分の

考えを分かりや

すく説明できて

いる。 

活動に参加して

いるが，自らの考

えを分かりやす

く伝えることも，

相手の話をしっ

かりと聴いて理

解することもで

きていない。 

【思考・判断・表現】 

前頭側頭型認知症の特性

及び，行動のコントロー

ルの在り方を踏まえ，利

用者の生活の質に配慮し

た適切な介護について考

察できている。 

前頭側頭型認知

症の特性である

常同行動に関連

する適切な意見

が複数の視点で

書けている。 

前頭側頭型認

知症の特性で

ある常同行動

に関連する適

切な意見が 1

つであるが書

けている。 

前頭側頭型認知

症の特性である

常同行動に関連

するおおむね適

切な意見が書け

ている。 

前頭側頭型認知

症の症状に対し

て物の管理など

の対応のみであ

るが，自分なりの

意見が書けてい

る。 

 

３ 研究の成果と課題（○成果●課題） 

○『社会福祉基礎』の授業において，生徒が興味を持って授業に取り組める教材の作成を行うこと

ができた。 

○『こころとからだの理解』の授業において，生徒の主体的な学習態度を育み，基礎・基本の知識

の定着と思考力・判断力・表現力等の育成を図るための「学習ノート」を作成した。また，主体

的に学習に取り組む態度や思考力・判断力・表現力等を育成するための評価規準の作成により課

題解決型学習の質的な向上ができた。 

●『社会福祉基礎』では，教員主導ではなく，生徒が主体的に学習に取り組めるような課題になる

よう改善を行う必要がある。 

●『こころとからだの理解』では，課題の充実と評価規準の明確化によって，より一層生徒の主体

的な学習態度を育む必要がある。 

４ 今後の取組 

『社会福祉基礎』については，興味・関心を持って取り組む中で専門的な知識の理解や課題

解決に主体的に取り組めるよう，学習内容の検討や教材の開発を行っていく。『こころとから

だの理解』については，主体的に学習に取り組めるような授業展開の工夫と，評価結果を基に

学習が深められる課題かどうかの検討を行う。課題は，学習の主題に沿ったものであり，生徒

が意見を収束や発散させながら課題解決できるものとなるよう留意する必要がある。 


